
平成２９年度から平成３１年度までの中期目標 
         （高知県立山田養護学校（本校）／平成２９年１月２０日職員会議決定）    H30.3.19改訂版    
年度 項   目 具体的な取組内容 主な担当部署 

 

平
成
29

年
度 

小・中・高等部の授業交流 
学部間の授業交流①（全教員による他学部の授業参観の実施／実施後の感想の集約） 

小・中・高等部が連携して取り組むテーマの検討 各学部 

教務部 

研究部 生活単元学習の授業改善 

各学部の生活単元学習の現状把握と課題整理及び教育課程の改善 

各学部が共通して使えるキャリア教育の視点を取り入れた指導案及び評価票の検討・作成 

授業改善につながる授業研究及び研究協議の在り方の策定 

 

平
成
30

年
度 

小・中・高等部の授業交流 
学部間の授業交流②（全教員による他学部の授業体験の実施／実施後の感想の集約） 

H２９年度に検討した小・中・高等部が連携して取り組むテーマの実施及び成果と課題の集約 各学部、教務部 

研究部、生単と

防災検討委員会 生活単元学習の授業改善 

各学部等で「地域とつながる」生活単元学習の実施 

H２９年度に検討・作成した学習指導案及び評価票の活用 

H２９年度に策定した授業改善につながる授業研究及び研究協議の在り方に基づいた実践 

 

平
成
31

年
度 

小・中・高等部の授業交流 

学部間の授業交流③（前年度までの成果と課題を踏まえた授業交流の実施） 

３年間各学部が連携して取り組んだテーマの実践のまとめと継承 

項目２つ目の「生活単元学習の授業改善」と併せた実践報告会の実施 

各学部、教務部 

研究部、生単と

防災検討委員会 
生活単元学習の授業改善 

生活単元学習の授業改善に関する３年間の取組の継続・発展 

生活単元学習の授業改善に関する３年間の取組の実践報告会の実施    
年度 項   目 具体的な取組内容 主な担当部署 

 

平
成
29

年
度 

一貫性のある各種指導計画等
への改善と実施 

各種指導計画等を所管する部署の役割分担と計画の実施手順の明確化 

H２８年度に策定予定の全校統一様式による各種指導計画等の試用の開始 教育課程検討委員

会 

教務部、研究部、

各学部 
系統性のある教育課程の改善
に向けた組織的な取組 

教育課程の組織的な改善を行う専門組織の設置 

カリキュラム・マネジメントに関する校内研修会、先進校の視察・報告会等の実施 

小学部から高等部までの系統性を中心に置いた教育課程の組織的な改善 

 

平
成
30

年
度 

一貫性のある各種指導計画等
への改善と実施 

各種指導計画等の細かな実施手順を定め、ＰＤＣＡサイクルに沿った取組の実施 

統一様式による各種指導計画等の継続実施及び課題の検証 

教育課程検討委員

会、生単と防災検

討委員会、教務

部、研究部、各学

部 

系統性のある教育課程の改善
に向けた組織的な取組 

平成２９年度に改善した教育課程に基づいた実践 

新学習指導要領に関する情報収集、課題の検証を行い、本校の教育課程との関連を明確化 

 

平
成
31

年
度 

一貫性のある各種指導計画等
への改善と実施 

一貫性のある各種指導計画等の改善に係る前年度までの取組の継続と定着 

一貫性のある各種指導計画等の改善に係る３年間のまとめと成果発表 

教育課程検討委員

会、生単と防災検

討委員会、教務

部、研究部、各学

部 

系統性のある教育課程の改善
に向けた組織的な取組 

H３２年度からの新学習指導要領の年次実施に向けた新たな教育課程の編成 

（※ H３２=小学部、H３３=中学部、H３４=高等部：予定）    
年度 項   目 具体的な取組内容 主な担当部署 

 

平
成
29

年
度 

スクールバスの南海地震対策 

保護者の防災意識の醸成  ・運行経路上の避難場所の確定とハザードマップへの反映   

スクールバス避難マニュアルの策定  ・先進的取組等の情報収集、視察、報告会等の実施 

バス会社との避難誘導に関する協議  ・スクールバス避難訓練の実施 

学校安全部 

スクールバス運行
委員会 

広域福祉避難所の設置・運営
に関する校内体制の整備 

食堂棟改築式典等に併せた地域への周知  ・保護者の防災意識の醸成 

福祉避難所設置・運営に関する校内体制マニュアルの策定  ・必要物品等の整備 

避難所運営ゲーム（HUG)の実施 

学校安全部 

各学部、寄宿舎 

 

平
成
30

年
度 

スクールバスの南海地震対策 

保護者の防災意識の醸成  ・ハザードマップの改訂作業 

運行経路上の市町村行政に対するバスの運行状況の周知及び非常時の協力要請 

バス会社と連携した運行経路上でのスクールバス避難訓練の実施① 

学校安全部 

スクールバス運行

委員会 

広域福祉避難所の設置・運営
に関する校内体制の整備 

設置・運営に関する校内の役割分担の明確化 

広域福祉避難所の協定を結んでいる４市町合同による設置・運営訓練の実施 

学校安全部、各学

部、寄宿舎 

 

平
成
31

年
度 

スクールバスの南海地震対策 

外部専門家を招聘しての３年間の取組の検証と改善  ・ハザードマップの改訂作業 

バス会社と連携した運行経路上でのスクールバス避難訓練の実施② 

取組成果の情報発信 

学校安全部 

スクールバス運行

委員会 

広域福祉避難所の設置・運営
に関する校内体制の整備 

広域福祉避難所の協定を結んでいる４市町と連携した３年間の取組の検証と改善 

限定された条件下（夜間、早朝等）での設置・運営訓練の実施（校内） 

取組成果の情報発信 

学校安全部 

各学部、寄宿舎 

※ 柱Ⅰ～Ⅲの当該年度の年次目標をその年度の重点目標とする。 

 柱Ⅰ   キャリア教育の視点を重視した授業改善 

 柱Ⅱ   カリキュラム・マネジメントによる教育の質的・継続的な向上 

 柱Ⅲ   地域と連携した南海地震対策の推進（「生単と防災検討委員会」と連携して推進） 

資料３ 


